
 

      南小倉中だより 
 令和８年１０月２日（金） 文責 永冨 和雄 

〝行事を通して大きく育つ秋〟 

〜まもなく前期終了、そして後期へ〜 

 

１０月９日（金）をもちまして、令和 

８年度の「前期」が終了し今年度の 

約半分が経過したことになります。 

4月の始業式・入学式から始まり、 

日々の授業や部活動、学校行事など、生徒たちは様々

な場面で、全力で駆け抜け心身ともに大きく成長して

くれました。 

5日間の休みが終わると、いよいよ全校で創り上げ

る「文化学習発表会」、２年生の修学旅行といった大

きな行事が控えています。修学旅行では、公衆マナー

や集団行動を学びながら、一生の思い出となる絆を深

めてほしいと願っています。また、文化学習発表会で

は各クラスが互いの個性を認め合い、一つの目標に向

かって協力する素晴らしさを体感してくれるはずで

す。これらの行事を経て、学校のリーダーシップは 

3年生から 2年生へと引き継がれます。特に 3年生

にとっては、この 10月は「進路」という大きな節目

に向き合う重要な時期となります。自分の得意なこ

と、興味のあること、そして将来の夢。それらとじっ

くり向き合い、進むべき道を自らの意志で決めて下さ

い。応援しています！ 

『南小倉中学校区  

ミーティング』 
  
９月２日（水）生徒会・児童会を 

中心に、南小倉中学校、南小倉小学校、南丘小学校の

３校でリモート会議を行いました。 

夏季休業中に行われた「ネットいじめ防止フォーラ

ム」に参加して校区の大切にしたい行動宣言を、 

決定しました。 

その内容をもとに小・中３校で話

しあいました。皆さん一人一人がこ

れからしっかりと考え、行動してく

ださい。 

 

【大切にしたい条文】 

『自分のこと』「のせない」「送らない」「広げない」 

 

【行動宣言】 

トラブルから自分を守るために SNSの危険性を 

確かめ、個人情報や人の写真をネットに載せない 

ようにしよう。 
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昔から「親しき中にも礼儀あり」という言葉があります。これは礼儀の根底に人間尊重の精神があり、礼儀正しく

接することは、相手を一人の人間として大切にしているということの証だからです。 

よく「無視された」という理由でけんかになったり、いじめられたと感じて傷ついたりする人がいるのもそのためで

す。礼儀は具体的には、動作や態度や言葉遣いによって相手に示されます。時と場所によって、その表現の仕方が 

違うので、学ぶ（身につける）必要があります。南中には大切にしたい４つのワードがあります。 

「準備」「対話」「反応」「挨拶」です。日常的に礼儀作法を教えるようなところはありませんが、 

家庭や学校での指導、大人の姿を見て自ら学ぶことです。日頃から、先生や地域の方々等との 

会話でも、語尾に「です」「ます」をつけた、丁寧な言葉遣いなどができるようにしてほしいと思い 

ます。礼儀は心がけと実践です。まずは、心のこもった「あいさつ」から始めてみませんか？ 

 

 


